
R7年 12月 17日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

 

施 設 名：デイサービスなごみ 

施設種類：地域密着型通所介護 

 

会議開催日時：R7年 12月 17日 

開 催 場 所：あゆみ整骨院

出 席 者： 

（ 人 数 ）

 

利用者 1人 知見を有する者等 1人 

利用者家族 人 地域包括支援センター職員 人 

地域住民の代表 人 益田市職員 1人 

その他（代表者、管理者、施設職員等） 1人 

 

 

 

【議題】 

・従業員について 

  管理者１名（兼務） 

  生活相談員2名（兼務） 

  介護職員4名（9月より産休） 

  看護職員6名 

  理学療法士2名 

運転手3名 

 

・要介護度別利用者数 

事業対象者 5名、要支援1 33名、要支援2 31名 

要介護1 23名、要介護2 13名、要介護3 5名 

合計 110名（R7年 11月実績） 

 

 



・事故、ヒヤリハットの報告 

 代表的なヒヤリハット 

・転倒しかける 

  急に踊り始める、歩行中、歩行器使用中、準備されていないマシンに一人で乗ろうと

して、床に手をついて身体をのばそうとして 

・カヌラチューブはずれ 

感知器とボンベを繋ぐところでチューブが外れていた 

・無理な運動をされる 

 ご自身で判断されて無理な運動をしようとするケースがある 

・転倒 

 トイレから出てくるときにバランスを崩して転倒、歩行器に引っかかって転倒 

・送迎 

帰りの送迎車に誘導するのにご自身で違う方向へ歩き出していた 

送迎時、バックする際に停めてあった車に擦った 

送迎忘れ 

乗車する際にスライドドアに手が当たってドアが閉まりかける 

 

 

・近況 

病気や怪我により入院するケースが増えてきている 

一日デイへの移行や入所するケースが増えてきている 

介護職、看護職の採用はまだできるが理学療法士等が相変わらず難しい 

訓練の一環で外へ出かけるイベントをすることで良い刺激が生まれている 

コグニサイズの実施 

苦情報告一件あり 

運営指導あり 

 

・意見 

民生委員の報酬少ないのではないか 

益田市独自の取り組みはないのか 

もっと地域の学生との交流機会を増やすべき 


